
１． 法事の意味 （追善供養ではありません）

２． 法事の日取り （できれば併修はさける）

３． 法事の荘厳 （お飾り）

４． 法事の進行 （僧侶に任せていませんか？）

５． 法事の参拝者 （招待客ではありません）

６． 読経の意味

７． 法事は５０回忌で終わりではありません

８． 門徒の初詣はお寺にお参りする

９． 彼岸の意味 （墓参りの期間ではない）

１０． お盆の意味 （先祖への感謝と仏法を慶ぶ）

１１． お盆の荘厳 （お飾り）

１２． 報恩講法要 （最も重要な法要）

１３． 初参式 （子が生まれたらお寺へ参拝）

１４． 仏前結婚式 （二人の精神的依り所は？）

Ⅳ．法事と行事



1111. . . . 法事法事法事法事のののの意味意味意味意味（（（（追善供養追善供養追善供養追善供養ではありませんではありませんではありませんではありません））））

　法事と言えば１周忌、３回忌とかの年忌法要（年回法要）を思い浮かべる方が多いこ
とでしょう。

年 忌 表年 忌 表年 忌 表年 忌 表（（（（年忌法要年忌法要年忌法要年忌法要））））

１周忌　　　１年後
３回忌　　　２年後
７回忌　　　６年後
１３回忌　　１２年後
１７回忌　　１６年後
２５回忌　　２４年後
３３回忌　　３２年後
５０回忌　　４９年後　　　　※以後、50年ごとに勤める

　年忌法要は、亡くなって１年後に勤めるのが一周忌、２年後が３回忌、６年後が７回忌
で、以後１３回忌、１７回忌、……と次項の年忌表の通り勤められるのが一般的です。
ただ２５回忌のところは、２３回忌と２７回忌に勤める場合もあります。法要を勤める年
のかぞえ方は、３回忌以降「Ａ回忌は亡くなって（Ａ－１）年後」と覚えておけばよいで
しょう。

　ところで、この法事、亡き人を縁に勤められることから“亡き人のため”に勤めるものと
思っている人がいます。「故人の霊魂（たましい）を慰めるためにお経を上げる」とか「法
事を勤めることによってご先祖を安心させて上げる」といった認識の、いわゆる追善供
養の意味合いです。

　しかし、これまでにも触れてきたように、亡き人は如来さまのお救いによって、すでに
お浄土に参られているのです。したがって、亡き人のために善をふり向ける（追善）必要
もなければ、またそんなことができる“りっぱな”私でもないでしょう。

　法事というのは「仏法の行事」ということで、この仏法は、ほかでもない“私自身のた
め”のものです。すなわち、法事の場に参集した家族、縁者の一人ひとりが仏法を自分
のこととして聞き味わってこそ、意義あるものとなるのです。亡き人を偲（しの）びつつ、
この私が仏法を聞く行事－これが仏法です。

　お浄土に生まれ仏となられた故人を偲ぶ時、故人は「いつでもどこでも、どんなことが
あっても、けっして裏切られることのない如来さまを信じて、手を合わす人生を送ってく
れ。そして私のいるお浄土に生まれてきてくれ」と、そう願われていることでしょう。その
願いを聞けば、亡き人が私のために仏縁を結んで下さり、深めさせて下さるのが法事で
あったと気づかされます。なお、法事は非日常的な行事ですが、これを縁に仏法を日常
の中に生かしていくことが大切です。

法事法事法事法事をををを勤勤勤勤めるめるめるめる年年年年はははは、Ａ、Ａ、Ａ、Ａ回忌回忌回忌回忌であればであればであればであれば（Ａ－（Ａ－（Ａ－（Ａ－１１１１））））年後年後年後年後。。。。

法事法事法事法事はははは、、、、私私私私がががが仏法仏法仏法仏法をををを聞聞聞聞くくくく行事行事行事行事。。。。



2222. . . . 法事法事法事法事のののの日取日取日取日取りりりり（（（（できればできればできればできれば併修併修併修併修はさけるはさけるはさけるはさける））））

　お寺に法事を依頼されるご門徒に、最近、２つの目立った傾向が見られます。１つは、
日曜祝日を選んで日取りを指定すること。もう１つは、複数の故人の併修（へいしゅう）
が多くなったことです。

　日曜が多いのは、仕事が休みで、家族や案内する縁者の都合がつきやすいからで
しょうが、それを“当然のこと”とは考えないでほしいのです。本来は、やはり祥月命日
（しょうつきめいにち：亡くなった月日が同じ日）か、その前日の逮夜（たいや）に勤める
ところを「自分たちの都合で日を変えさせていただいた」という認識が必要でしょう。仏
法というのは“世俗の用事がない時に聞く”のではなく、“世俗の用事をさいてでも聞く”
べきものだからです。

　法事を勤める心がまえは、あくまで「亡き人の命日をご縁として、仏法を聴聞させてい
ただく」というのが基本です。

　その上で、やむを得ず日を変えなければならない時は、命日からあまり離れていない
日を選んで下さい。その際「命日よりおくれてはいけない」などとこだわらなくてもけっこ
うです。

　また、法事の日取りを決めるには、あらかじめご住職の都合を聞いておかなければな
りません。ご住職と日時の打ち合わせをした後、参拝してもらう方がたに連絡して下さ
い。

　次に、法事の併修についてですが、これも可能な限り、一人ひとりの法事をしていた
だきたいものです。

　１周忌、三回忌あたりまではきちんと勤められることが多いのですが、年が経るにつ
れて併修が増えてくるようです。また、親の年忌に兄弟や子の年忌を併（あわ）せるの
がしばしば見受けられます。これらは、何だかついでに勤めるみたいでいただけませ
ん。年忌法要である以上、仏法を聞く中で故人の遺徳を偲（しの）ぶわけで、３人も４人
もというわけにはいかないでしょう。

　やむを得ず併修する時は、法要の日以外の故人の祥月命日にも、家族でお参りしま
しょう。

法事法事法事法事はできるはできるはできるはできる限限限限りりりり祥月命日祥月命日祥月命日祥月命日にににに近近近近いいいい日日日日にににに。。。。

日取日取日取日取りりりり決定決定決定決定はははは住職住職住職住職とととと相談相談相談相談のののの上上上上。。。。

併修併修併修併修でなくでなくでなくでなく一人一人一人一人ずつのずつのずつのずつの法要法要法要法要をををを。。。。



3333. . . . 法事法事法事法事のののの荘厳荘厳荘厳荘厳（（（（おおおお飾飾飾飾りりりり））））

五具足と打敷

　法事でお仏壇の中で焼香することは
ないと思われます。従って、香炉は土
香炉を置くのが一般的でしょう。
　金香炉は回し焼香を法事でお仏壇の
中で焼香することはないと思われま
す。
　従って、香炉は土香炉を置くのが一
般的でしょう。金香炉は回し焼香をす
るお盆に、香盒と一緒に入れておきま
す。
ただし、金香炉が小さい場合は、土香
炉で代用することもあります。

おおおお仏飯仏飯仏飯仏飯のほかにのほかにのほかにのほかに供物供物供物供物もももも供供供供えるえるえるえる。。。。

　このほか、お仏飯は言うに及ばず、餅、菓子、果物などをお供えし、大きな供物類は
お仏壇の脇などに台を設けて供えるとよいでしょう。

　また、過去帳があれば故人の法名が記されてあるページを開け、お仏壇の下段など
に置き、法名軸なら側面に掛けるようにします。

法事法事法事法事のののの時時時時はははは五具足五具足五具足五具足（（（（ローソクローソクローソクローソク立立立立てとてとてとてと花瓶花瓶花瓶花瓶がががが１１１１対対対対、、、、香炉香炉香炉香炉１１１１具具具具）。）。）。）。

前卓前卓前卓前卓とととと上卓上卓上卓上卓にににに““““打敷打敷打敷打敷””””をををを敷敷敷敷くくくく。。。。

　さらに、花瓶や香炉を置く前卓（まえじょく）には“打敷（うちしき）”という三角形の布を
敷きます（上卓があればそこにも敷く）。これは普段は敷かないものですが、およそ３回
忌までの法事や悲しみ時の法要には銀もしくは白地のものを敷き、７回忌以降や慶事
の法要には金襴などの華麗（かれい）な色彩のものを用いるならわしになっています。

　法事の時のお仏壇のお飾りはどうすればよいかを少し述べてみましょう。

　まず灯（灯明）・香（お香）・華（花）のお供えですが、普段は三具足（みつぐそく：ローソ
ク立て、香炉、花瓶各１具）のところを、できれば五具足（ごぐそく：ローソク立て１対、花
瓶１対、香炉１具）にします。この場合、花瓶をいちばん外側に置き、その内側にローソ
ク立て、そして中央に香炉がきます。

また、香炉には土香炉と金香炉の２種類があるわけですが、もし焼香するのであれば
金香炉を手前に置き、火だねを入れておきます。焼香しない時は土香炉が手前にな
り、線香をくべます。

 　打敷は、普段から色物と、葬儀や中陰法要用に白または銀の打敷を用意しておきま
す。時々、葬儀の時に色打敷を裏返して使っているのを見かけますが、これほど失礼
なことはありません。また、色打敷もせめて夏用と冬用の２種類は用意しておきたいも
のですね。

　ローソクの色は、３回忌までが白色、７回忌以降は朱色のもの（朱色の和ローソクが
仏壇店などで販売しています）を用い、お花や供物の色も３回忌まではなるべく朱色を
避けてお飾りするようです。



4444. . . . 法事法事法事法事のののの進行進行進行進行（（（（僧侶僧侶僧侶僧侶にににに任任任任せていませんかせていませんかせていませんかせていませんか？）？）？）？）
　最近は、法事のお参りに行っても、施主をはじめ家族の方がたは、他の参拝者と一
緒にちょこんと座って、式の準備や進行を僧侶まかせにしているケースが増えてきまし
た。

　例えば、僧侶がローソクに火をつけ、線香をくべ、そして「釈○○の△回忌法要を勤
めさせていただきます」と、あいさつまで行ったり…。これではあまりにも受け身一方
で、主催者たる施主の態度とは申せません。

　法事というのはそもそも、仏法僧の三宝供養の心から行われるものなのです。つま
り、如来さま（仏）とその教え（法）、それに教えを伝える僧を心から敬い、如来さまへの
報恩感謝の気持ちで営まれるわけです。

　したがって、親類や縁者を集めた上で僧侶を招き、報謝の心からみ教えを聞き慶ん
でこそ“施主”であり、当然、法事の準備進行には責任を持ってもらわなければなりま
せん。

　それでは、具体的にどう進めればよいかを少し述べてみましょう。

1. まず、お招きした僧侶のために、勤行の時にすわるお仏壇前の座のほかに、
　　休んでいただく控えの座を用意します
　　（僧侶が到着したらそこへ座っていただく）。

2. 次に、時間前になったら、僧侶には衣（ころも）に着替えていただくよう案内し
　　（（着替えの部屋を用意するとていねいです）、自らはローソクに火をつけ、
　　線香をくべ、焼香用の香炉に火だねを入れます。
　　もし“回し焼香”するのであれば、火だねを入れた香炉と香盒（こうごう）
　　、それらをのせるお盆を用意しておきます。

3. これらの準備が整えば、参拝者、続いて僧侶に所定の座（僧侶は控えの座）
　　についてもらい、開式のあいさつをします。
　　そして僧侶にお勤めをお願いするわけです。

4. 読経中の焼香は僧侶の指示に従い、手際よく行います

5. 読経がすんでも、続いてご文章の拝読や法話がありますので、
　　気をゆるめず静かに聴聞（ちょうもん）いたしましょう。

6. 法話がすむと、味わいも含めて僧侶にお礼を述べ、法事は閉式となりますが、
　　お斎（おとき：食事）があれば、その旨を告げ、準備にかかります。
　　お斎はできれば精進料理がよいでしょう。

　なお、法事の時には式章（しきしょう）をかけるのが正式です。

法事法事法事法事のののの時時時時はははは式章式章式章式章をかけるをかけるをかけるをかける。。。。



5555. . . . 法事法事法事法事のののの参拝者参拝者参拝者参拝者（（（（招待客招待客招待客招待客ではありませんではありませんではありませんではありません））））

　法事は、主催者である施主とその家族が中心となって準備をし、営まれるわけです
が、同時に、案内を受けて参拝した人たちも法事を営む“一員”であることを心得ていた
だきたいものです。

　なぜこんなことを言うかといえば、「法事はもっぱら施主が勤め、我々はそこに招待さ
れた者だ」という意識が、参拝者の中にあるように思えるからです。すなわち、施主が招
待する側で、参拝者は招待された“客”というふうに、対象的に捉えがちなのです。

　しかし、法事の趣旨からいうと、それは問題です。法事は故人に縁ある人たちが参集
して、僧侶を招き、ともに仏法を聞き味わうところに意義があります。ですから、施主も、
参拝した人も同じ立場にあるわけで、法事に集まったすべての人が“法事を営む一員”
だということです。

　もっとも、具体的に形に表れる準備や進行は、施主やその家族が行うことになります
ので、参拝者は側面から協力することになります。

　例えば、親の年忌法要であれば、子である施主の兄弟で費用を分担してもよいでしょ
うし、参拝者全員に配る“お供養”の品を分担し合ったりしてもよいでしょう。

　ところで、「粗供養」とか「△回忌志」と表書きされる“お供養”ですが、これは単なる引
き出物ではありません。ご仏前にお供えし、如来さまからの“お下がり”としていただき
たいものです。

　参拝者が当日お供えするものとしては、一般的に金封の「御仏前」や、菓子果物と
いった供物類があります。「御仏前」が施主への“お礼”でないことはいうまでもありませ
ん。報謝の心から如来さまにお供えするものであり、供物類も同様です。

　また、地域によっては「添布施（そえぶせ）」というのがあり、これは僧侶への施主のお
布施に、他の参拝者が添えるお布施のことです。

　いずれにしても、参拝者も積極的に法事に参画して下さい。

施主施主施主施主とととと参拝者参拝者参拝者参拝者がががが法事法事法事法事をををを営営営営むむむむ。。。。

参拝者参拝者参拝者参拝者はははは側面側面側面側面からからからから協力協力協力協力するするするする。。。。



6666. . . . 読経読経読経読経のののの意味意味意味意味
　ある法事にお参りした時のことです。亡母の７回忌ということだったのですが、お勤め
を始める直前になって、施主さんから「おやじの供養もしたいので、おやじの分のお経
も上げて下さい」と言われたのです。

　「“おやじの分”と言ったって、お経はそんな意味で上げるのではない」と心で思い、や
んわりと説明したのですが、どうも通じなかったようです。

　また、こんなことを言う人もいます。

　「父の命日には、毎月ご院さん（住職）にお参りしてもらっていてよいのですが、祖父
の命日には参ってもらっていません。お祖父（じい）ちゃん、気を悪くしてないでしょうか
…」

　どうやら、これらの方は「お経は先祖のために上げる」と思っているようです。故人に
対して“読経の功徳をさし向ける”という認識です。

　しかし、浄土真宗で行う読経（お勤め）はそうした故人への“追善回向（ついぜんえこ
う）”ではありません。阿弥陀如来のお徳を讃（たた）え（仏徳讃嘆：ぶっとくさんだん）、
そのご恩に感謝する（報恩感謝：ほうおんかんしゃ）行為なのです。

　法事でよくお勤めされるのは「浄土三部経」です。
これは何も１つのお経ではなく、『仏説無量寿経』（大経：だいきょう）２巻、『仏説観無量
寿経』（観経：かんぎょう）１巻、『仏説阿弥陀経』（小経：しょうきょう）１巻を合わせた総
称で、浄土真宗のみ教えの根幹となるもっとも大切なお経（正依の経典）です。

　いずれも、お釈迦さまが“阿弥陀如来の間違いのないお念仏を信じて救われてくれ”
と、私たち凡夫にお説き下さったものであり、「正信偈（しょうしんげ）」など他のお聖教
（しょうぎょう：広義のお経）も、阿弥陀さまのお救いを讃えてあるものです。

　したがって、「お経を上げる」ということは、ほかならぬ私たち自身がお念仏のみ教え
を聞き慶ぶことであり、如来さまのお徳を讃えてそのご恩に感謝することであるわけで
す。「誰それのための読経」というような“故人のための読経”ではなく“私自身のための
読経”と言えるでしょう。

各故人各故人各故人各故人のためにのためにのためにのために上上上上げるのがおげるのがおげるのがおげるのがお経経経経ではないではないではないではない。。。。

読経読経読経読経はははは、、、、私私私私がががが如来如来如来如来さまのおさまのおさまのおさまのお救救救救いをいをいをいを讃讃讃讃ええええ、、、、感謝感謝感謝感謝するするするする行為行為行為行為。。。。



7777. . . . 法事法事法事法事はははは５０５０５０５０回忌回忌回忌回忌でででで終終終終わりではありませんわりではありませんわりではありませんわりではありません

　「法事は何回忌まで勤めたらいいのですか」と尋ねられることがあります。こうした質
問は、概して、年月が経って故人への想いがうすれ、法事を営む煩（わずら）わしさや負
担感が増してきた頃に出てくる場合が多いようです。少なくとも、法事を積極的に持ちた
いというのではなく、しかしながら「故人の供養のために“区切り”になるところまでは勤
めてあげねば…」という心境なのでしょう。

　そして、その“区切り”が５０回忌だと思っている人が多いようです。

　「法事は５０回忌でおしまい」という捉え方には、多分に民族宗教の影響があります。
すなわち民族宗教では、亡くなると年忌ごとに“追善供養”し、死者の霊を鎮（しず）め浄
（きよ）めます。これを怠ると霊が迷ったり、時にはタタリとして我々に災いをもたらしま
す。

　そうならないためにも、きちんと法事を勤めなければならないわけです。で、５０回忌ま
で勤めると、死者の霊は完全に浄化され祖霊（それい：カミ）となります。祖霊になるとも
う災いをもたらすことはなく、我々の役目も終わる－という図式です。

　しかし、これでは極端に言えばタタリを起こさないために法事をするようなものではな
いでしょうかそこまでは言わないまでも“故人のために”法事を勤めることになります。

　仏教では、そういう法事の捉え方はいたしません。故人のためではなく、あくまで“私
のため”の法事です。つまり、今こうして生かされている私のいのちの尊さを、故人・先
祖を偲（しの）びつつ味わわせていただくのです。生前、ともに生活していた故人であれ
ば、その遺徳を偲び、また遠い祖先の方であっても、そうした方がたのおかげで私のい
のちがあり、何よりも尊い仏法を伝えて下さったことを慶ぶのです。

　ですから「５０回忌でおしまい」ではありません。故人を起点に考えるのではなく、私を
起点に、生きている限り、努めて法事のご縁を持って下さい。なお、５０回忌以降は通
常、５０年おきに勤めます。

法事法事法事法事はははは「「「「５０５０５０５０回忌回忌回忌回忌までまでまでまで」」」」ではないではないではないではない。。。。

生生生生きているきているきているきている私私私私のののの法縁法縁法縁法縁としてとしてとしてとして…………。。。。



8888. . . . 門徒門徒門徒門徒のののの初詣初詣初詣初詣はおはおはおはお寺寺寺寺におにおにおにお参参参参りするりするりするりする

　お正月になると、毎年、おおぜいの方が初詣（はつもうで）に出かけます。テレビで
は、あちこちの有名な神社の参拝風景を中継し、また、どこそこの神社に何人の参拝者
があったかなどを報道したりします。ちなみに、東京では明治神宮、京都では伏見稲
荷、大阪では住吉大社といった所が１００万人単位の参拝者を集めるようです。

　これを見ても明らかなように、どうも“初詣”と言えば、神社にお参りする人が圧倒的に
多いようです。

　実は、私のお寺でも、正月３カ日は修正会（しゅうしょうえ）のお勤めをしており、「初詣
にはお寺にお越し下さい」と呼びかけているのですが、残念ながらお参りの人は少な
く、門徒の方でもなぜか神社へお参りされます。

　それでは、どういう思いで初詣に出かけるのかと言うと、レジャー気分や雰囲気もある
でしょうが、中身は“願いごとをする”のが多いのではないでしょうか。「今年１年、健康
でありますように」とか仕事、事業がうまくゆきますように」とか、また、若い人であれば
「よい結婚相手が見つかりますように」「希望の会社、学校に入れますように」といった
類（たぐい）の願いをかけるのでしょう。

　“初詣”という言葉から連想されるのは、以上のように「神社」「願いごと」となってきま
す。

　しかし、初詣は「新年の初参り」ということですから、やはり、自らの信じるみ教えに則
して、その宗教施設にお参りするのが本筋ではないでしょうか。ご門徒であれば、当然
のこと、所属のお寺なり、ご本山にお参りするということです。

　ただでさえ、己れの欲望や願いばかりが全面に出がちな私たちです。心改まるお正月
なのですから、じっくりと我が身を振り返り、人生にとって何が大切かを見つめながら、
確かな依（よ）り所となるお念仏を味わってみましょう。それでこそ“門徒の初詣”です。

　また、元旦には家庭のお仏壇でも、家族そろってお参りしましょうお飾りは五具足（ご
ぐそく）と打敷（うちしき）をし、餅を供えます。

初詣初詣初詣初詣はははは、、、、所属所属所属所属のおのおのおのお寺寺寺寺かかかか本山本山本山本山へおへおへおへお参参参参りしようりしようりしようりしよう。。。。

おおおお仏壇仏壇仏壇仏壇でもでもでもでも家族家族家族家族でおでおでおでお勤勤勤勤めをめをめをめを。。。。



9999. . . . 彼岸彼岸彼岸彼岸のののの意味意味意味意味（（（（墓参墓参墓参墓参りのりのりのりの期間期間期間期間ではないではないではないではない））））

　お彼岸になると、本山をはじめ全国のお寺で「彼岸会法要」が勤まります。おおぜい
の門徒さんがお参りされることはいうまでもありませんが、その一方で、こうしたお寺で
の法要には関心を示さず、自分たちの先祖のお墓にお参りさえすればよいと思ってい
る方も多いようです。

　先日も、あるご門徒に「彼岸会法要には、ぜひお参り下さい」と声をかけたら、「いや
あ、その日はお墓参りしようと思っていますので、失礼させていただきます」との返事。
どうやら、法要にお参りするより、お墓参りの方が大事だと思っておられる様子です。

　しかし、お彼岸の意味からいえば、何よりも今生きている“私”が仏法を聞かせていた
だかなくてはなりません。

　お彼岸は、ご承知のように年２回、春分と秋分の日（お中日）をはさんで、前後１週間
ずつあります。この期間は、実は、仏道修行のために設けられたものなのです。本来
ならば、１年を通して仏道を修（おさ）めなければならないわけですが、世俗のことに心
を奪われて、ついなまけがちになるところから「せめて、季節のよいこの時期だけでも
…」と、設けられたのです。

　“彼岸”とは、迷いの世界を“此岸（しがん）”というのに対して、悟りの世界をさす言葉
で、お彼岸とか彼岸会という場合の“彼岸”は「到彼岸（とうひがん）」の略、つまり「迷い
の世界から悟りの世界へ到る」という意味です。

　浄土真宗では、悟りに到るための修行はせず、また、日々のお念仏の味わいが重要
なのですが、日本古来からのこのお彼岸の行事を「悟りの世界（お浄土）へ到らしめて
下さる如来さまのお徳を讃（たた）え、そのお心を聴聞（ちょうもん）させていただく仏縁」
として大切にしています。

　“彼岸”を“あの世”と混同して、「あの世に行かれた先祖を供養する期間」と思ってい
るとしたら、それは明らかに間違いです。生死流転（しょうじるてん）する迷いの中の“あ
の世”ではなく、真実の悟りの世界へ到る道を、お寺の法要にお参りして聞いて下さ
い。

おおおお彼岸彼岸彼岸彼岸はははは「「「「先祖先祖先祖先祖のののの墓参墓参墓参墓参りをするりをするりをするりをする期間期間期間期間」」」」ではなくではなくではなくではなく、「、「、「、「悟悟悟悟りのりのりのりの世界世界世界世界へへへへ到到到到るるるる道道道道をををを問問問問いいいい聞聞聞聞くくくく期間期間期間期間」」」」

おおおお寺寺寺寺でのでのでのでの法要法要法要法要におにおにおにお参参参参りしようりしようりしようりしよう。。。。



10101010. . . . おおおお盆盆盆盆のののの意味意味意味意味（（（（先祖先祖先祖先祖へのへのへのへの感謝感謝感謝感謝とととと仏法仏法仏法仏法をををを慶慶慶慶ぶぶぶぶ））））

　毎年、８月のお盆時期になると、あちこちの門徒さんから“お盆参り”を頼まれ、忙しい
毎日を送ることになります。特に１３日から１５日にかけてがピークで、お寺によっては１
日に１人の僧侶が５０軒も回らなければならないところもあるとか？。体力もさることな
がら、門徒さんの要望する日時を調整するのも一苦労です。

　そんなお盆参りで、ある年の８月１６日、こんな出来事がありました。

　普段めったにお参りしないお宅でしたが、夕方、汗をふきふき駆けつけたところ、あば
あさんが出てきて、いきなり「今ごろ来て！もう遅いでっしゃろ。ご先祖、あの世へ帰っ
てしまいはりましたがな…」と、こうです。待ちくたびれたこともあってか、いかにも不満
そうです。

　こちらも疲れていて、一瞬ムッときましたが、そこらは抑えて「ご先祖が帰ったと、誰が
そんなこと言いはった？」と尋ねると、「そうかて“１３日に戻って来て、１６日には又あの
世へ帰る”と言うやおまへんか！」と、このおばあさん。

　「それはな、ご先祖への感謝と、仏法を聞くことの大切さを忘れないように、先人たち
がそういう言い方で私たちに伝えて下さったんや。何もご先祖が１年に３、４日だけ私た
ちの所へ戻ってくるわけないやない。実際、おばあちゃんの心の中には、いつもいてく
れてはるやろ」

　こう言うと、おばあさんも少しは気が安まり、こちらの話に耳を傾けてくれました。

　お盆と言えば、いわゆる“先祖供養”と考え、しかも“特定の先祖のために”供養する
もののように思いがちです。しかし、特定の先祖を追慕するにしても、そのお心を仰げ
ば仰ぐほど、数限りないご先祖によってこの私のいのちが恵まれたことを慶び、仏法を
依り所に力強い人生を歩むことの大切さを思い知らされます。

　したがって「先祖のために供養する」というのではなく、ましてや、先祖が戻ってくる
“日”にこだわる必要はありません。

先祖先祖先祖先祖がががが戻戻戻戻ってくるってくるってくるってくる““““日日日日””””があるのではないがあるのではないがあるのではないがあるのではない。。。。

先祖先祖先祖先祖へのへのへのへの感謝感謝感謝感謝とととと仏法仏法仏法仏法をををを慶慶慶慶ぼうぼうぼうぼう。。。。



11111111. . . . おおおお盆盆盆盆のののの荘厳荘厳荘厳荘厳（（（（おおおお飾飾飾飾りりりり））））

　ですから、精霊棚を設けるのではなく、ご本尊の如来さまに心から信順（しんじゅん）
し、お供え等を行って下さい。

　そもそもお盆とは、仏弟子の目連尊者（もくれんそんじゃ）が餓鬼道（がきどう）に墜ち
た亡き母を救おうとして、その母に食物を与えるのですが救われず、お釈迦さまの導き
で衆僧（しゅうそう）に供養して初めて救われた（その日が７月１５日）－という故事から
起こった行事です。すなわち、亡き母や特定の先祖に供物を捧げるというのでなく、自
らが深く仏法に帰依して、限りなき仏さまのおはたらきを仰いでゆく－ということでしょ
う。言い換えれば、ご先祖のご恩に報いる道は私自身がお念仏を慶ぶ身となることで
す。ご先祖への報恩の思いから仏法を聞かせていただき、阿弥陀如来のお力によって
救われていく身の幸せを慶ぶのがお盆です。

　しかし、こうした風習はお盆本来の由来から言えば少し筋違いではないかと思いま
す。

　「お盆にはどのようなお飾りをすればよいのですか」と、尋ねられることがあります。こ
れは、お盆独特の飾り方があるのではないかと思われているからでしょう。

　確かに一部の風習では、精霊棚（しょうりょうだな）を作って、お膳を用意するところが
あるようですが、浄土真宗ではそういったことはいたしません。一般の法要と同じよう
に、菓子、果物といった供物を仏前にお供えし、前卓には打敷を敷けばよろしいでしょ
う。

　ちなみに「精霊棚」というのは、先祖の霊を迎えてもてなすために用意する棚で、位牌
を並べ、その前に精進料理のお膳や迎え団子、その他盛りだくさんの果物、野菜を供
えるものです。また、ナスとキュウリにおがらをさして、牛と馬に見立てます。これらは
先祖の霊が乗るための乗物だそうです。

　この精霊棚の前で読経が行われ、これがいわゆる「棚経（たなぎょう）」と呼ばれてい
るものです。

　つまり、ご先祖の霊を丁重にもてなし、お慰めして追善回向（ついぜんえこう）しようと
するのが、精霊棚のならわしです。



精霊棚精霊棚精霊棚精霊棚はははは設設設設けないけないけないけない。。。。

棚経棚経棚経棚経というというというという言言言言いいいい方方方方もしないもしないもしないもしない。。。。

Ｑ お盆の風習は仏教か？

Ｑ 日本ではお盆の風習はいつから始まったのか

Ｑ 盆踊りは

Ａ 盆踊りは生者と死者が一緒に踊っていると解釈されている。

Ｑ 迎え火、送り火は

盂蘭盆の語源はイラン系言語で魂を意味するurvanと言われ、
この言葉が使われている地方では拝火教を信仰していた。

日本でのお盆の風習は中国から伝来した行事と我国固有の信仰とが習合したものであり、祖霊を
迎えて共食をするという古い信仰形式がこの習俗の基盤をなしている。

Ａ 祖先の霊が帰ってくる道、あるいは、祖霊を送り出す道を照らすために、門口や辻で焚く火であ
り、ペルシャ（イラン）のゾロアスター教（拝火教）とかかわりが有るという。

中国ではこの行事を仏教的に説明するため盂蘭盆経が創られ、敦煌の僧、竺法護(じくほうご)の
翻訳として伝えられました。

Ａ 日本ではお盆の歴史は西暦６００年頃の聖徳太子のころとされ、推古女帝により仏教伝来後ま
もない６０６年に初めて盂蘭盆会が行なわれた。

須弥山（しゅみせん・古代インドの宇宙の中心にそびえる聖山）を飛鳥寺の西に造らせている。須
弥山石、道祖神石はウラボンの境界石であるという。

斉明女帝は６５７年７月１５日に飛鳥寺で盛大な盂蘭盆会の法要を営なみ、ペルシャからの亡命
貴族を招いて宴を開き、須弥山石の噴水装置（塔）、歌と踊りでもてなした。

＊ 法隆寺伝来の香木からはペルシャ文字とソグド文字が見つかっている。

　なお、「棚経」という言い方もしません。

先祖先祖先祖先祖のののの““““霊霊霊霊””””にににに供物供物供物供物をささげるのではなくをささげるのではなくをささげるのではなくをささげるのではなく、、、、如来如来如来如来さまにさまにさまにさまに供供供供えるえるえるえる。。。。

Ａ インド仏教にも中国仏教にも当初、お盆や、死者のための供養の行事は無かったのですが、中
国でも西暦５００年ごろになると、死者のために祈る盛大な行事としてのお盆の風習が見られるよ
うになりました。
先祖を供養するお盆の正式名称が盂蘭盆会（うらぼんえ）で、仏教学者岩本裕教授によれば、

ウラボンはペルシャ（イラン）系のソグド語（タジク語）で死者の霊魂を意味する「ウラバン」、「ウル
ヴァン」から来ました。
ソグド人には、家に祖霊を迎え、共に供え物の風味を味わうという祭があり、この習慣が中国にも
たらされました。

唐の太宗皇帝の保護の下でキリスト教は景教と呼ばれ中国仏教にも大きな影響を与え、その景
教徒たちにも、先祖の霊魂の慰安を祈る風習がありました。



12121212. . . . 報恩講法要報恩講法要報恩講法要報恩講法要（（（（最最最最もももも重要重要重要重要なななな法要法要法要法要））））

　お寺の「報恩講（ほうおんこう）」が近づくと、月忌参りの折などに「○月○日に報恩講
が勤まりますので、ぜひお参り下さい」と勧めているのですが、時たま「報恩講って何で
すか？」と尋ねられ、ガックリとくることがあります。
  「報恩講を知らずして、何の門徒か！」と内心思ったりするのですが、そこは抑えて、
報恩講がいかに大切な法要かを話します。
　　移動が激しく、核家族の多い東京や大阪などの都会では、報恩講を知らないご門徒
（？）が増えてきているようです。

　報恩講は、浄土真宗のみ教えを開いて私たちにお示し下さった宗祖親鸞聖人の、そ
のご苦労を偲（しの）んで営まれる１年でもっとも重要な法要です。

　私たちは、祖先の月忌法要には割合、気を配りますが、その祖先の方がたが心から
慕われたのが親鸞聖人であり、また「聖人のみ教えを依り所に人生を歩むように」と私
たちに願われているのも先祖の方がたです。聖人のご恩を忘れるようでは、せっかくの
ご先祖の苦労も水泡に帰してしまいましょう。

　親鸞聖人のご恩に感謝し、聖人がお示し下さった如来さまのご本願を仰いで、お念仏
申す人生を歩むのが門徒です。報恩講はそうした私たちにとって、何よりのご勝縁とな
る法要なのです。

　ところで、この報恩講は本山をはじめ、全国のお寺、一般家庭でも勤められます。

　本山では、毎年、聖人の御正忌（１月１６日）に合わせて１月９日から１６日までの７昼
夜、勤められます。御正忌に勤まるところから「御正忌報恩講」と言い、「御七夜（おしち
や）」とも呼んでいます。

　各お寺や家庭では、一般に、本山の法要に先立って、年内に勤めるならわしで、その
ため「お取り越し」とか「お引き上げ」と言っています。

　これらの報恩講のお飾りは、もっともていねいに行い（ローソクは朱色）、法要後は、
精進料理のお斎を出したりします。

　いずれにしても、努めて報恩講のご縁を持ち、お参りをしましょう。

報恩講報恩講報恩講報恩講はははは、、、、親鸞聖人親鸞聖人親鸞聖人親鸞聖人のごのごのごのご恩恩恩恩にににに感謝感謝感謝感謝するもっともするもっともするもっともするもっとも重要重要重要重要なななな法要法要法要法要。。。。

何何何何はさておきおはさておきおはさておきおはさておきお参参参参りすることりすることりすることりすること。。。。

日高別院報恩講日高別院報恩講日高別院報恩講日高別院報恩講はははは、、、、毎年毎年毎年毎年１２１２１２１２月月月月４４４４日日日日・・・・５５５５日日日日・・・・６６６６日日日日にににに、、、、日高別院本堂日高別院本堂日高別院本堂日高別院本堂でおでおでおでお勤勤勤勤めいたしますめいたしますめいたしますめいたします。。。。

御坊組御坊組御坊組御坊組のののの各寺院各寺院各寺院各寺院のののの報恩講報恩講報恩講報恩講はははは１０１０１０１０月月月月～～～～１１１１１１１１月月月月におにおにおにお勤勤勤勤めされますめされますめされますめされます



13131313. . . . 初参式初参式初参式初参式（（（（子子子子がががが生生生生まれたらおまれたらおまれたらおまれたらお寺寺寺寺へへへへ参拝参拝参拝参拝））））

　赤ちゃんの誕生は、両親や家族にとって何ものにも代えがたい慶びの一つでしょう。
人としてこの世に生を受けることは極めて得難いことであり、不思議としか言いようがあ
りません。

　このかけがえのない“いのち”がすくすくと育ってくれるように、また人間に生まれた慶
びをかみしめつつ人生を強く歩んでくれるようにと、親なら誰もが願うところです。

　そうした我が子の人生の出発に当たって、けっして崩（くず）れることのない依り所とな
り、支えとなって下さる如来さまに参拝する式を「初参式（しょさんしき）」と言います。

　初参式は、子にとっての人生の始まりの仏縁ですが、同時に親にとっても、親として生
きる出発点であり、子によって与えられた尊い仏縁です。

　世間では、子が生まれて１ヶ月ほど経つと“お宮参り”といって、神社へお参りする人
が多いようですが、残念ながらお寺へお参りする人は限られているのが現状です。日ご
ろ「私は門徒です」と言っている方でも、なかなかお寺に参ってきて下さいません。これ
はどうしたことでしょうか。

  「死に関わる悲しみ事がお寺で、お祝い事はお宮さん」という意識が、人びとの心の奥
深くまで浸透している現状に改めて驚かされます。結局、ご門徒一人ひとりが聞法に励
み、如来さまの深いお慈悲の心に触れることによって自らの人生に目覚めていただく以
外にはないのでしょう。

　ともあれ、“死”が大きな仏縁となるのと同様に、“生”もまた尊い大きな仏縁となるの
です。どうか初参式を人生にとっての大切な儀式だと心得ていただきますように…。

　なお、初参式は満１歳ぐらいまでの適当な時期にお手次ぎのお寺、あるいは本山、別
院にお参りして下さい。その際、あらかじめお参りしようとするお寺に必ず連絡しておき
ましょう。中には、初参式を行う日取りが決まっているお寺もあります。詳しくはお手次
ぎのお寺にお尋ね下さい。

初参式初参式初参式初参式はははは、、、、人生出発人生出発人生出発人生出発にににに当当当当たりたりたりたり如来如来如来如来さまにごあいさつするさまにごあいさつするさまにごあいさつするさまにごあいさつする式式式式。。。。

門徒門徒門徒門徒ならならならなら““““おおおお宮参宮参宮参宮参りりりり””””でなくでなくでなくでなく、、、、初参式初参式初参式初参式におにおにおにお参参参参りをりをりをりを…………。。。。

参拝参拝参拝参拝するおするおするおするお寺寺寺寺へへへへ連絡連絡連絡連絡することすることすることすること。。。。



14141414. . . . 仏前結婚式仏前結婚式仏前結婚式仏前結婚式（（（（二人二人二人二人のののの精神的依精神的依精神的依精神的依りりりり所所所所はははは？）？）？）？）

　仏事のページで「結婚式」を取り上げると、中には違和感を覚える方があるかもしれ
ません。しかし、結婚式も仏前で行えば、りっぱな“仏事”なのです。

　どうも“仏事”と言えば、葬式とか年忌法要の印象が強くて、実際このページでも多く
のスペースをさいているわけですが、赤ちゃんの「初参式」や「仏前結婚式」がもっと
もっとさかんになり、仏事のイメージが変わってくれることを望みます。

　されはさておき、日本では神前（しんぜん）の結婚式が圧倒的に多く、最近はタレント
の影響からかキリスト教の式も見られます。が、仏式は残念ながら、ごく限られた少数
派です。

　もっとも、神式にしろキリスト教式にしろ、宗教的信念に基づいて行っているのかと言
えば、必ずしもそうではなさそうです。つまり「どこそこの神社の祭神である○○神を信
仰しているから神式で行う」という方はまれでしょうし、キリスト教の信者でない人がいく
らでも教会で式を挙げ、エホバの神に誓ったりしています。

　極端な言い方かもしれませんが、結局、結婚するための“形づくり”としての式ではな
いかと思います。式の形態が持つ印象とか雰囲気が重視され、肝心の宗教的内容や
宗教的尊厳性は希薄になりがちなのです。

　しかし、結婚式というのは、縁あって巡り会い結ばれた２人がともに手を取り合い、新
たな人生を歩み始める出発点となる大切な儀式でしょう。単なる感覚的な印象や雰囲
気ではなく、２人の人生の依り所となるしっかりとした精神的基盤のもとに執り行う必要
があるのではないでしょうか。

　仏前結婚式は、そうした２人の人生の共通の依り所となって下さる如来さまの尊前
で、敬愛和合の日暮らしを誓い合うものです。式はお寺や別院、また一部のホテル、結
婚式場でも行えます。ご住職に相談して、ぜひとも仏前で結婚式を挙げて下さい（本山
には「仏前結婚式のしおり」もあります）。

　なお、式の日取りで「大安」や「仏滅」を気にしてはいけません。

神前神前神前神前でででで結婚式結婚式結婚式結婚式するのはなぜするのはなぜするのはなぜするのはなぜ？？？？

雰囲気雰囲気雰囲気雰囲気でででで決決決決めるのではなくめるのではなくめるのではなくめるのではなく、、、、精神的依精神的依精神的依精神的依りりりり所所所所をををを持持持持つつつつ式式式式をしようをしようをしようをしよう。。。。

◆◆◆◆神前結婚式神前結婚式神前結婚式神前結婚式はいつごろから はいつごろから はいつごろから はいつごろから 始始始始まったのでしょうまったのでしょうまったのでしょうまったのでしょう
　今日のような神前式が始まったのは、明治33年に大正天皇のご成婚を記念して日比谷大神宮（現大東京神宮）で
行った結婚式からと言われています。
結婚式の源流はというと、もっと古く室町時代の武家の結婚式までさかのぼります。室町時代には陰と陽の二つの式で
構成されており、まず陰の式では花嫁は花婿の家へ行き、そこで合杯の礼をしました。式に参列するのは花嫁とその
付添人、花婿、式をつかさどる人だけで、花嫁は白無地の着物を着用。三日後の陽の式では一転して色物のあでやか
な姿で式に臨み、そのあと親族固めの杯を交して式は終わるというもでした 。

■三々九度の杯

　お神酒を一つの器で共飲することにより一生苦労を共にするという誓いを意味しています。古代の婚礼には、嫁にな
る人が婿になる人に対して、盃を捧げるということが重要な儀式の中心になっていたようです。三々九度の起源とも言
われている応神天皇の物語があります。応神天皇が山城の国であった美女に、その名を尋ね彼女は矢河枝比売と答
えたため、（名前を答えるというのは求婚に応じる意）天皇が翌日その家へ行ってみると、彼女の父は娘に天皇に仕え
るように諭し、彼女はご馳走を用意し天皇に御盃を捧げ、天皇は歌を歌われたという話です。つまり、これが後の三々
九度の杯のはじまりと言われています



追加追加追加追加１１１１. . . . 年忌年忌年忌年忌のののの説明説明説明説明

年忌年忌年忌年忌（（（（ねんきねんきねんきねんき））））
祥月命日、また、その日に営まれる仏事のこと。
日本の仏教において、定められた年に故人に対して営まれる法要を、年忌法要（年
回法要）という。追善供養のために営まれる。

浄土真宗では追善供養を行わないため、仏法にふれる機縁の法要である。

概要
中陰法要（忌明け）後、命日から100日目に「百ヶ日」の法要が行われるが、この「百ヶ
日」と「一周忌」、「三回忌」の3つの法要は、中国の儒教の祭祀の影響によって付加
されたものである。
これは、亡者が「初七日」 - 「七七日（四十九日）」と「百ヶ日」を含めた8つの忌日と、
「一周忌」、「三回忌」の2つの年忌の、合計10度の時点で、冥界の十人の王に審判を
受けるという「十王信仰」に基づいている。
この、十王信仰は、仏教が伝来した後に、中国で生まれた信仰であり、道教とも共有
しているものである。
その審判の時に、遺族による追善供養による功徳で、亡者の審判に資することを期
すのが、忌日と年忌の法要の持つ意味あいである。

「七回忌」以降の法要は、日本で独自に付加されたものである。日本では11世紀以降
に、十王信仰が広まった。さらにその後、鎌倉時代に、「七回忌」、「十三回忌」、「三
十三回忌」が行われるようになったが、これは、「十三仏信仰」に基づいている。これ
は、十王信仰の各王を垂迹と見て、それぞれの王に本地となる仏菩薩を擬定し、そ
れぞれの法要の時には、その仏菩薩を本尊として法要を行うというものである。

また、神道では三十三回忌をもって荒御霊が和御霊（祖霊）になるとするため、三十
三回忌を区切りとする。日本の仏教の一部では、神仏習合の影響により、三十三回
忌・五十回忌をめどに「祖先神」として一体化すると考える場合もある。

さらに、上記以外の年忌も含めて三ないし七にて勤めるのは、一般的に儒家の三魂
七魄に基づいている。なお、「十三回忌」は、十二支が一巡する事をもとに勤めると考
え、「二十五回忌」は十二支が二巡したとも五十回遠忌の半分とも考える。
そして、普通五十回忌からは遠忌（おんき）という。

故人の祥月命日の内、定められた年に営まれる法要が、年忌法要である。宗旨、地
域によっても異なるが、一般に下記の法要が営まれる。また、祥月命日に営むのが
最善ではあるが、当日に都合が付かない場合は、事前に営むのが一般的である。三
回忌以降は数え年の数え方であるので実際の経過年数と一致しない。

百ヶ日　卒哭忌（そっこうき）。「哭」は、声をあげて泣きさけぶ、「卒」は、 終わる、
　　　　　という意味です。

故人を思い、泣き悲しんでいた親族や近親者たちも泣くことを やめる頃、それ
が百箇日を迎える頃だ、ということから卒哭忌といわれるようになったの です

三回忌　没後、2年目の祥月命日。一般に三回忌まで、親類を呼ぶ場合が多い？

七回忌　没後、6年目の祥月命日。
十三回忌　没後、12年目の祥月命日。
十七回忌　没後、16年目の祥月命日。　　二十三回忌　没後、22年目の祥月命日。
二十五回忌　没後、24年目の祥月命日。　　二十七回忌　没後、26年目の祥月命日。
三十三回忌　没後、32年目の祥月命日。　　三十七回忌　没後、36年目の祥月命日。



五十回（遠）忌　没後、49年目の祥月命日。
以降50年毎に、百回遠忌（99年目）、百五十回遠忌（149年目）…と営む。
宗派、地域によって異なるものもある。
「二十三回忌」、「二十五回忌」、「二十七回忌」、「三十七回忌」は、宗旨や地域によ
る差が特に大きい。
「二十三回忌」と「二十七回忌」を営む場合や「二十五回忌」のみ営む場合。「三十七
回忌」は、営まないなど。
「三十三回忌」、もしくは「五十回（遠）忌」を最後の年忌にするのが一般的であり、そ
れを「弔い上げ」、あるいは、「問切り」と呼んでおり、その時に、寺への寄進や永代供
養を行う場合が多い。なお、宗祖や中興の祖、その寺の開山などの僧などについて
五十回忌以降に行われる年忌について遠忌と呼ばれることが多い。
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